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は、映像に出演している京極朋彦、南弓子が実際
に「生身」のダンサーとしても出演。2人にとっては、
3D化された1年前の自分との共演ということになり
ます。ステージ上でリアルとバーチャルが交錯する
という演出は、ビリー自身にとっても初めての試み
です。

これまでも、3Dのダンス・パフォーマンス映像を
通して「ライブ」とは何かを問いかけてきたビリー。
今回、彼が手がける「京都の実

エクスペリメント

験」では、また新た
な問題意識が浮き彫りとなるでしょう。わずか2ス
テージの貴重な機会にぜひお立ち会いください。

2年連続で公式プログラムにラインナップされ
ているビリー・カウィーの映像作品。昨年度の

フェスティバルでは、“Tango de Soledad”“The 
Revery Alone”“In the Flesh”の3作品を展示上映
しました。ダンス・パフォーマンスを撮影し、編集し
て3D映像に仕立て上げるという手法で作られた彼
の作品では、ダンサーの微妙な表情の変化、筋肉
の隆起などの繊細な描写が驚くほど間近に感じら
れます。

昨年度の京都滞在時には、展示設営のほか、今
年度に発表する新作のクリエーションも行われま
した。イギリスでの追加撮影・編集を経て完成し
た“Art of Movement”と“Dark Rain”は、展示と
公演の２つのバージョンとなって今年度のKYOTO 
EXPERIMENTにて上演されます。

“Art of Movement”は、「振付」を思索すること
をテーマとした作品で、複数のセクションで構成さ
れています。各セクションでは、冒頭でそれぞれの
振付技法の原理が紹介されます。そのあとに続く
本編では、ビリー自身が作曲・演奏するメロディー
に合わせて踊るダンサーの身体に、ドイツ人アー
ティスト、ジルケ・マンスホルトによるドローイング
映像が投影されます。また、“Dark Rain”でも、同
様に映像が投影されますが、それは次 と々力強く
鳴り響くリズムにあわせて点滅しながら変化してい
きます。この点滅映像は、時折リズムに完璧に同
調しながら繰り返されるダンサーの一連の動作パ
ターンをより強調しています。

ギャラリー南にて上映される展示バージョンの
作品は、昨年度上演の3作品と同様、ダンス・パ
フォーマンスを3D映像化したビデオ・インスタレー
ションの形式で発表されます。そして、10月8日、9
日に講堂で行われる公演では、展示バージョンで
は公開されない映像を加えたフル・バージョンの
作品が世界初演となります。この2日間の公演に

“Dark Rain” photo: Billy Cowie

“Art of Movement” photo: Billy Cowie

KYOTO EXPERIMENTウェブサイト（http://kyoto-ex.jp）では、
出演ダンサーの京極朋彦さん、南弓子さんのインタビューを
掲載中です。ダンサーとして体感したビリー・カウィーさんの
作品世界についてなど、いろいろとお聞きしました。昨年度の
クリエーションには私も立ち会っていましたが、「作品の一部
になる」という感覚はダンサーにしか感じられないもの。非常
に興味深いお話でした！ あわせてご覧ください。

藤田瑞穂（アート・コーディネーター）

ビリー・カウィー
『“Art of Movement” and “Dark Rain”』

［展示］
会期：	9月28日（土）－10月27日（日）

	 10:00－20:00　※会期中無休・入場無料
※ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013開催のため、10月

5日（土）のみ22:00まで。

会場：	ギャラリー南

［パフォーマンス］
日時：	10月8日（火）20:00　
	 10月9日（水）20:00　
		  ※開場は開演の10分前

会場：	講堂
※料金詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。

※本作の上演にはストロボ閃光に近い映像を伴います。予め
ご了承ください。
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です。
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）

　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください。
※各種学生料金は要証明書呈示。

展覧会

ビリー・カウィー
『“Art of Movement” and “Dark Rain”』
［展示］
会期： 9月28日（土）－10月27日（日）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料

※ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013のため10月5
日（土）のみ22:00まで

会場： ギャラリー南
［パフォーマンス］
日時： 10月8日（火）20:00　
 9日（水）20:00　
会場： 講堂
料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 ユース・学生・シニア
 前売1,500円／当日2,000円
 高校生1,000円（前売・当日共）
※本作にはストロボ閃光に近い映像を伴います。

高嶺格
『ジャパン・シンドローム～ベルリン編』
［展示］
会期： 9月28日（土）－10月27日（日）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料

※ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013のため10月5
日（土）のみ22:00まで

会場： ギャラリー北
※10月5日（土）までは『関西編』『山口編』『水戸編』のみ

展示。京都市役所前広場でのパブリック・ビューイング
終了後の10月6日（日）以降、3作に加え、『ベルリン編』
を展示します。

ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013
パリ白夜祭への架け橋
─現代アートと過ごす夜
[ダヴィデ・ヴォンパク（仏・振付家／ダンサー）＋ミ
コ・イニネン（独・サウンドアーティスト）によるダン
スパフォーマンス]
日時： 10月5日（土）20:30－21:00
会場： フリースペース
料金： 無料
※KYOTO EXPERIMENT 2013との提携企画

[ステファン・ドゥ・メデロス（仏・ビジュアルアー
ティスト）によるパフォーマンス]
日時： 10月5日（土）21:00－21:45
会場： 和室「明倫」
料金： 無料

わざゼミ2013 成果発表展
伝統工芸の技法を学ぶ連続ワークショップ

「わざゼミ」で、染織・木工・染色を学んだ受
講生による作品展示。
日時： 10月29日（火）－11月3日（日）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料／最終日は17:00まで

会場： 和室「明倫」
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の美術工芸品」
京都芸術センターは、京都の代表的な祭のひと
つである祇園祭の山鉾町に所在しています。山
鉾町が所有する祭の道具や飾り類の美術工芸
品の数 を々錺職人の技という観点から紹介する

「祇園祭・錺
かざり

職人の技展」を開催します。今回は
橋
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の美術工芸品を紹介します。
日時： 10月30日（水）－11月4日（月・祝）

 10:00－20:00
  ※入場無料／10月31日（木）は調査のため休室

会場： 大広間
主催： 公益財団法人橋弁慶山保存会、公益

財団法人鯉山保存会、京都芸術センター

伝統

伝統芸能ことはじめ講座編
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第4回 《本

ほんちょうにじゅうしこう

朝廿四孝》
日時： 10月5日（土）19:00－20:30
会場： 大広間
講師： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金： 無料
定員：120名

月イチ☆古典芸能シリーズ
第4回 「能面 ～写しの心を知る～」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企

画。能面は過去のものを写す形で代々受け継
がれています。能面の製作過程とその心につ
いて伺います。
日時： 10月17日（木）19:00－20:30
  ※18:45に烏丸五条西南交差点集合

会場： 京都能面工房（下京区五条通烏丸西入る）

講師： 岩井彩（能面師）

料金： 無料
定員： 20名（要事前申込）

ダンス

KAC Performing Arts Program 2013 /
Contemporary Dance 「ダンサーが語る」
第2回  ヤザキタケシ
さまざまなバックグラウンドを持つ振付家・ダ
ンサーをゲストに迎えて現代のダンスシーン
を紐解く講座の第2回。関西を拠点に世界的
に活躍する振付家・ダンサーのヤザキタケシ
をゲストに迎えます。
日時： 10月11日（金）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
聞き手：上念省三（舞踊批評）

料金： 500円 
定員： 30名

KAC Performing Arts Program 2013
/ Contemporary Dance
マチルド・モニエ ワークショップ＆レクチャー
フランスを代表する振付家、マチルド・モニエ
によるワークショップとレクチャー。レクチャー
ではモニエの作品の上映も行います。

［ワークショップ］
日時： 10月31日（木）15:00－18:00
会場： 制作室10
講師： マチルド・モニエ
料金： 2,000円
定員： 15名
対象： ダンス経験者

［レクチャー&スクリーニング］
日時： 10月31日（木）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2　
講師： マチルド・モニエ
料金： 500円
定員： 30名
協力： アンスティチュ・フランセ関西

K YOTO EXPERIMENT

マルセロ・エヴェリン / デモリション Inc.
『突然どこもかしこも黒山の人だかりとなる』
日時：9月28日（土）19:00 
 29日（日）14:00◎／19:00
 30日（月）20:00 
 10月1日（火）20:00  
会場： 講堂 
料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 ユース・学生・シニア
 前売2,500円／当日3,000円
 高校生以下1,000円（前売・当日共）
※12歳未満は保護者の同伴が必要／途中入場不可
※9月30日（月）公演前にプレ・レクチャーあり
　（17:00－19:00／会場：ミーティングルーム2）

She She Pop
『シュプラーデン（引き出し）』
日時： 10月18日（金）19:30　
 19日（土）16:00◎★

 20日（日）16:00◎

会場：講堂
料金：一般前売3,500円／当日4,000円
 ユース・学生・シニア
 前売3,000円／当日3,500円
 高校生以下1,000円（前売・当日共）

［関連イベント］ 上映会「映画で見る東ドイツ」
日時： 10月3日（木）

ドキュメンタリードラマ 『ドイツ劇』
15:00　第1話：街へ 出よう！（90分）

17:00　第2話：祖国よ 急げ！（90分）

10月6日（日）

11:00 『東ドイツ時代のアニメーション
作品集 ～国家とアンダーグラ
ウンドの狭間で』（115分）

13:30　『三人目』（107分）

会場： ミーティングルーム2　
料金： 無料（作品ごとに要申込）

定員： 30名
申込： KYOTO EXPERIMENT公式ウェブサ

イト内申込フォームより
共催：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川

ロラ・アリアス 『憂鬱とデモ』
日時： 10月25日（金）20:00
 26日（土）17:00◎★

 27日（日）17:00◎ 
会場： 講堂
料金： 一般前売3,500円／当日4,000円
 ユース・学生・シニア
 前売3,000円／当日3,500円 
 高校生1,000円（前売・当日共）

★：終演後ポスト・パフォーマンス・トークあり
◎：託児サービスあり　
※有料1,500円・要事前予約。各公演の4日前までに

KYOTO EXPERIMENT事務局までお問合せください。
ユース：25歳以下　シニア：65歳以上

チケット取扱
●KYOTO EXPERIMENTチケットセンター
　（11:00-20:00）

窓口：KYOTO EXPERIMENT事務局内
（京都芸術センター2F） 

TEL：075-213-0820
オンラインチケット（要事前登録）：

http://kyoto-ex.jp（PC） 

http://kyoto-ex.jp/m（MOBILE）

●京都芸術センター 窓口販売のみ
　（10:00－20:00）

●チケットぴあ（各公演のPコードはチラシ・ウェブ

サイト等でご確認ください。）

TEL：0570-02-9999
WEB：http://t.pia.jp

問合せ
KYOTO EXPERIMENT事務局（平日11:00-19:00）

TEL：075-213-5839
E-mail：info@kyoto-ex.jp
WEB：http://kyoto-ex.jp

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ（参加無料）

大西由希子 「バリ舞踊の根っこで踊る」
きらきらピカピカしたバリ舞踊ではない、「踊
りの手前」のようなところで遊びたいと思いま
す。一緒に遊んで下さる方、お待ちしていま
す。裸足で踊ります。
日時： 10月2日（水）19:30－21:00
会場： 制作室8
定員： 10名
※動きやすい服装でご参加ください。

双子の未亡人 「下鴨ストレッチ明倫編」
ダンサーが日常で行うストレッチの中で、お手軽
で生活に活かせる簡単なものを紹介し実際に
体験してみます。しなやかな動きを繰り出すダン
サーのからだの秘密をぜひ覗きに来て下さい。
日程： 10月10日（木）19:00－20:00
会場： 制作室6
定員： 10名
※動きやすい服装でご参加ください。

Monochrome Circus 「群れる身体」
さまざまなテーマを持ち込むことで、群れの
動きがとても多様な変化を見せてくれます。
その群れの中に身を投じてみること。他者か
らの影響を受けてみる、他者に影響を与えて
みる。群れの中の個々のあり方を見つめてみ
る。そこには豊かな気づきがあることでしょう。
日時： 10月12日（土）11:00－13:00
会場： 講堂
定員： 30名
※動きやすい服装でご参加ください。

正直者の会 「声に出して読んでみる」
好きな本を参加者に持って来ていただき、そ
れを音読してもらいます。実際に声に出し
てみると全然違った印象を持つことがある。

「私」と、「文章」。「私」と「聞いてくれる人」と
の距離。そして「とりあえず人の話を聞いてみ
る」ことなど。
日時： 11月5日（火）19:00－21:30
会場： 制作室9
定員： 10名
持物： 自分が声に出して読んでみたい本、記

事など。

共催事業

京都こども能楽囃子教室
能楽師による小中学生を対象とした能楽囃子教室。
日時： 10月26日（土）

 18:00－19:00（小鼓・大鼓教室）

 19:00－20:00（笛・太鼓教室）

会場： ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象： 小学１年生から中学3年生まで

料金： 1,000円　
主催・問合せ：
　一般社団法人京都能楽囃子方同名会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

大人と子どもの 日本舞踊体験教室
日本舞踊の手の使い方や足の運び方を体験
し、日本文化を肌で感じよう！
日時： 10月27日（日）14:00－16:00
会場： 和室「明倫」
  ※2014年3月に発表会を予定しています。

料金： 500円（茶菓・テープ付）

持ち物：着物、足袋
申込方法：電話・FAX・E-mailで、参加者の氏
名、年齢、連絡先を記入の上申込。（先着順20名）
※申込締切は開催日の１週間前まで。

主催・問合せ：京の狸囃子実行委員会
TEL：075-221-4258　
FAX：075-221-4573
E-mail：taiken_entry@fujikage.jp

制作支援事業

京都芸術センター制作室にて制作された
公演・展覧会情報

竹ち代毬也×豊田奈千甫＝黒子沙菜恵
『30回有効のパスポート』
竹ち代毬也・豊田奈千甫・黒子沙菜恵の3人が
様 な々条件の場所で上演する期限付きのユニット
日時： 10月11日（金）19:30
 12日（土）15:30／19:30
会場：UrBANGUILD（中京区） 

料金： 前売2000円／当日2300円（共に1ドリンク付）

問合せ： 
　E-mail:sanaekuro512@yahoo.co.jp
　WEB: http://www.urbanguild.net

遊劇体＃55 『往生安楽国』
日時： 10月18日（金）19:00☆

 19日（土）14:00☆／18:00
 20日（日）14:00／18:00
 21日（月）14:00
  ☆アフタートークあり

会場： アトリエ劇研（左京区）

料金： 前売2,800円／当日3,000円
学生2,000円

問合せ：遊劇体
TEL：090-1907-6804（制作直通）

FAX：075-525-2910（劇団事務所）

E-mail：yu_geki_tai@hotmail.com
WEB：http://www.geocities.jp/yu_gekitai/

双子の未亡人 『ぶこつな霞』
日時： 10月24日（木）19:00△

 25日（金）18:30◎／20:30★

 26日（土）13:00◎／15:00★／
19:00◎

 27日（日）13:00★／15:00◎／
17:00★

※△はプレビューパフォーマンス
　◎と★で公演内容が異なります。
　詳細は双子の未亡人ウェブサイトをご覧くだ

さい。

会場： Gallery PARC［グランマーブル ギャラ

リー・パルク］（中京区）

料金： 1回券1,500円／2回券2,500円
  ※プレビューパフォーマンス1,000円

問合せ：双子の未亡人
TEL：090-5045-9137（おおやぶ）

E-mail：veuvesjumelles@hotmail.co.jp
WEB：http://veuvesjumelles.com

Dance 4 All 2013
コミュニティダンスフェスティバル
京都で制作されるコミュニティダンス作品
及び全国のコミュニティダンスグループ
作品の上演、テーマ別ミーティングやミ
ニトークなどのプログラムを行うコミュニ
ティダンスのフェスティバルを開催します。
全国から、ダンスのアーティストが関わり、
一般の方が出演するコミュニティダンス作
品を公募します。他地域の作品や事例に
出会うことで、地域におけるコミュニティ
ダンスをより豊かにしていきたいグルー
プのご応募をお待ちします。

フェスティバル開催日程：
2014年2月22日（土）、23日（日）

公募作品応募締切：10月31日（木）〔消印有効〕
  ※11月上旬に選考の上、結果発表

募集作品：20分程度の作品を6作品
公募会場：京都芸術センター各所

（フリースペース、ミーティングルーム2ほか）
※1会場につき2作品を上演予定。出演決定後に調

整の上お知らせします。

募集対象：
・ 20分程度のオリジナルなコミュニティダ

ンス作品。

・ 過去作品、新作いずれも可。
※新作の場合でも映像で作品内容が分かるも

のにしてください。

・ 主催者が用意した会場、スタッフ及び簡
易な機材で上演できること。

・ 限られたリハーサル時間に対応できる
こと。

条件：
・ 前日または当日のリハーサル及び、全3

回公演に参加・出演できること。
・ １グループにつき5名までの交通費・宿

泊費2泊分を支給（実費）。
・ 上演作品をナビゲートするアーティスト、

またはそれに順ずる者1名がグループ
に同行すること（アーティスト謝礼・宿泊・交

通費等として、1グループにつき5万円支給）。

募集要項および応募用紙は、同セン
ターにて配布中。ウェブサイトからもダ
ウンロード可。応募方法：応募用紙に
必要事項を記入の上、必要書類ととも
に京都芸術センターまで送付または持
参（持参の場合は締切日の20時まで）。

第232回 市民狂言会
日時： 12月6日（金）開場18:30 開演19:00
演目： 栗

くり

焼
やき

、因
いな

幡
ば

堂
どう

、月
つき

見
み

座
ざ

頭
とう

、膏
こう

薬
やく

煉
ねり

出演： 茂山千五郎、七五三、正邦ほか
会場： 京都観世会館（左京区）

料金： 前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、京都観世会館、チ
ケットぴあ（Pコード： 431-314）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターにて販売。

第318回 市民寄席
日時： 2014年1月10日（金）

 開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 桂咲之輔 「転失気」
 月亭八天 改メ 月亭文都 「佐 木々裁き」
 桂あやめ 「コンパ大作戦」
 桂雀松 改メ 桂文之助 「らくだ」
 （出演順）

料金：前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、チケットぴあ（Pコー

ド：431-669）にて販売中。
※チケットぴあで取扱いのチケットは、

電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア
（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の専
用端末などからご利用いただけます。

　WEB：http://t.pia.co.jp
　TEL：0570-02-9999

訂正とお詫び
○ 本 紙 2 0 1 3 年
9月号（vo l . 1 60）

P 4  K Y O T O 
EXPERIMENT 
2013 公式プロ
グラム 木ノ下歌
舞伎『木ノ下歌舞
伎ミュージアム
“SAMBASO”～
バババッとわかる三番叟～』画像に誤りが
ありました。お詫びして上記の通り訂正い
たします。

【正】
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ひぐち まさみち／大阪大学文学研究科博士後期課程在学●先月電子ピアノというものを導入しまし
て、時間に関係なく弾けるもので重宝して愉しんでいます。またクラヴサンやオルガン、というように
音色でも遊べて飽きず、暑い夏を「弾きこもり」がちに過ごしていました。

桂冠指揮者の大植英次の指揮で、大阪フィルが恒例とも言える演奏会形式の

オペラに臨んだ。今回はラヴェルの《子どもと魔法》である。この作品は45分ほど

の短いものであるから、前半はブラームス：ピアノ四重奏曲第１番、近頃オーケ

ストラのレパートリーとして定着してきた感のあるシェーンベルクの管弦楽編曲版

が演奏された。

第１楽章から、大植さんは旋律線をはっきり引き立てて、明快な音楽を拵えて

2010年末にアメリカ村のクラブが摘発されて以来、大

阪のクラブカルチャーは危機的状況らしく、会場となった

大阪の老舗クラブ・NOONも昨年摘発の対象となり（現在

はカフェバーとして営業）その流れは全国に広がっている…と

すっかり他人事の調子で始めてしまったけれど、学生の

頃は友人（リア充）の気まぐれなお誘いでこのNOONにも片

足の先っぽだけを踏み入れてその空気を感じた気になっ

ていた。誘われるまま行ったドラァグ・クイーンのパーティ、

ドタキャンされ一人で朝まで踊り倒したイベントのDJは

MOODMANでゴス・トラッドやにせんねんもんだいの対

バンもあり…遠い昔の話だがその光景はありありと思い

出せるものだ…というわけで久々に足を踏み入れたそこ

は回顧の念を思い起こさせるものだったけれど、かつて

DJブースがあったスペースは演技スペースとなり、朝方ま

で踊り倒していたフロアには椅子が敷き詰められ、見事な

までにただの小劇場空間と化していた（俳優達が揃いも揃っ

てクラブカルチャーとはまるで縁の無さそうな小劇場臭を漂わせて

いたことも大きな要因･･･かもしれない）。

物語自体はシンプルに進行する。違法風俗店を取り締

まっている巡査がとあるクラブを風営法違反で摘発する

ため事前に潜入するが、そこには故郷に住んでいるはず

の妹がおり今日のイベントでDJとして参加するらしい。「客

を躍らせた」幇助罪の対象にはアーティスト側も含まれる

為、巡査は妹を逮捕させまいと奮闘する…そもそも風営

この数年、身の回りから急速に戦争の記憶が消えつつ

あることを感じる。子どもの頃は、夏には地域の年長者か

ら戦時中の経験を聞く課外授業が必ずあった。近頃は戦

場の残酷さ、別れのむごさ、残された人々の過酷な経験

を直接知る機会はぐんと減り、戦後世代によって戦争の実

感の薄れたイデオロギー的視点でのみ語り直される場面

も多くなったように思う。日本で扱われている戦闘機や戦

闘車両がテレビ番組で格好良く紹介されることも増え、そ

れらは人を殺すための道具なのだということを忘れられ

るほど明るく、無邪気な内容だ。戦争経験者が少なくなる

ということはこういうことなのか。戦後たった70年で、社

会はこんなに変化するのか。祖父母の世代が飾らぬ言葉

で伝えてくれた苦い思いは何だったのか。私たちはこれ

で良いのか。

国立民族学博物館では、企画展「武器をアートに」が開

催されている。展示作品「いのちの輪だち」は、二人乗り

の自転車の男女と赤ちゃんと犬の楽しげな日常を表現し

ている。だがこれらは内戦で実際に使用された武器を解

体して作られたものだ。展示室では、ＶＴＲやパネルから

この作品が生まれた経緯を知ることができる。モザンビー

クは1975年の独立後から1992年まで、17年間の内戦を

経験した。長い戦争が終わり、そこには夥しい武器が残っ

た。山や森の中にも多くの銃や銃弾が埋められ隠された

ままだ。そこで現在、これらの武器を農具と交換すること

で回収し、武装解除を進めるＴＡＥ「銃を鍬
くわ

に」というプロ

ジェクトが行われているという。プロジェクトの中では、回

収された銃器の一部を用いて平和を訴える作品もつくら

れる。本展では、日本の放置自転車を集め、交換品として

送ることでプロジェクトを支援してきたＮＰＯ法人「えひめ

ゆく。40分の長丁場で、一般に「渋い」と感じられ得る作品であるだけに、このア

プローチは大いに奏功していたように思われる。圧巻は終楽章であった。全く室

内楽的に変幻する自在なアゴーギクに、アンサンブルが乱れて冷やりとさせられ

ることも少なくなかったのではあったが、大植さんの熱のこもった指揮ぶり共々、

実にスリリングな熱演となった。無論こうした派手なパフォーマンスに顔を顰め

る聴き手は在るだろうし、わたくし自身あまり大仰な身振りを好むものではない。

しかし今回に就いて言うならば、ブラームスとシェーンベルクと言う、硬派を以っ

て鳴る作曲家が四つに組んだ作品が、こんなにも仕掛けに満ちた楽しい音楽で

あったことを、この演奏を通じて教えて貰った。

さて前半で既に満腹、重量級の作品を大いに堪能したことであったが、メイン

のラヴェルがまた素晴らしい演奏であった。先ずキャストが大変充実している。

大勢の歌い手を擁するために、ミスキャストの無いオペラと言うのはそう滅多と

在るものではないけれども、ドイツ系中心に揃った今回のキャストは、何れも遜

色のない出来栄えである。特に女声陣は秀逸であった。中でもレイチェル・ギル

モア女史の「火」は未だに印象深い可憐な歌いぶりである。この独唱陣に比して、

合唱団は少なからぬ課題を残していた。こうした作品の演奏機会が増えてゆくこ

とが、更なる成長の糧となることを願いたい。

オーケストラは、特に木管などに生硬さを残してはいたが、整ったバランスで

の好サポートを聴かせてくれた。しかし引っ込み思案の伴奏に終始することはな

く、これはまた大植さんの共感に満ちた解釈に依るところが大きいであろう。こ

のオペラ、淡 と々変化の少ない、それが「フランス的明晰さだ」とでも言うようなア

プローチが多いように思われるが、大植さんは随分思い切ったデフォルマシオン

も取り入れて、この曲への愛情を惜しみなく表現する。そもそも作曲者ラヴェル

の、母への愛を歌い上げた作品である。わたくしは今まで聴いた色々の演奏がい

つも隔靴掻痒の感払拭し得なかったことを思い、痛快であった。

このコンビの演奏会を、久しぶりに満ち足りた気持ちで聴き終えたのであった

が、上述の身振りのことも含めて、一時はかなり深刻と思われた大植さんの体調

が、現在かなり好転してきたらしいことが成功の鍵であったように思われる。無

理のないよう願いつつも、これからの熱演を期待したいものである。 （23日鑑賞）

法とクラブ規制にまつわるこの問題は複雑なもので、今ま

でグレーゾーンとして放置されることで良くも悪くもバラン

スが保たれていた現状が悪い意味で表面化してしまった

と考える（未だ摘発されていない）クラブ側にとっては、法改

正を目的とした活動は寝た子を起こすようなもので、法改

正運動と実際の現場の間には微妙な温度差があるようだ

が、この作品はその複雑な現状以前の事実のプレゼンで

あり特に画期的な切り口を提示するものではない。「馬鹿

な若者がいない国なんて最悪」と啖呵は切って見せるが、

本作品はただこの問題をわかりやすく解説する入門編と

してのチープでおバカな風刺エンタメとしてありそれ以上

でも以下でもなく、風営法とクラブ規制問題は表層的で

交換可能な作品の為の時事ネタであり、作品の思想的根

幹や表現手法やパフォーマーの身体そのものの方にこの

問題の孕む政治性を宿らせることにも関心は無いだろう

ことは、この問題について「突き詰めるとどっちでもいい」

という創り手のスタンスを考えると明白であるのだけれ

ど、アフターイベントとして行われた参院選の開票速報実

況に居合わせた僕は自身の無知を静かに恥じた…彼らは

あくまで作品をネタとして現実のこの国の政治に実
・

際
・

に
・

コミットしようとしているのかもしれない（というか、して欲し

い）。永田町公演は大赤字だったようだが、彼らには小劇

場演劇村はきっと狭すぎる。 （21日観劇）

グローバルネットワーク」の活動もあわせ、「銃を鍬に」の

プロジェクトおよび作品24点が紹介された。

現代美術の作品として、いわゆる不用品を二次使用

する作品は少なくない。だが、かつて実際に戦闘にも加

わっていた作家たちが銃器をバラバラに解体し、新たに

日常の風景を組み立てる行為に込められた重みを思うと、

“アート”の文脈からのみ捉えて作品を語ることは無意味

だと気づかされる。出品作品の部品ひとつひとつが実際

に人の命を奪っていたことを知り、その武器を手に戦って

いた人々の怒りや哀しみ、狂気を思うと心臓をつかまれる

ような思いがする。ＶＴＲでは、少年の頃から戦闘に加わっ

ていた若い父親が、銃と交換した鍬をもち、子どもたちに

かこまれて戦争への決別を強く静かに語る。戦争というも

のを身をもって知る彼らは、「平和」が何かということも明

確に知っている。そして武器を持つことは命を守るという

ことではなかったということを教えてくれている。かつて

祖父母たちが話してくれていた戦争と平和もまたこうでは

なかったか。戦争の実感が薄くなった今、平和の実感もま

た薄くなろうとしている。モザンビークの活動から、平和

への揺るぎない意志を学びたい。

みたむら けいじ／俳優、空の驛舎、C.T.T.大阪事務局●今年はあと３本
舞台に出ます。舞台芸術雑誌「ニューとまる。」1号は晩秋頃までには出せ
たらと考えています。C.T.T.大阪の試演会も年末頃に開催出来たらと考え
ています。その頃までには無職になる予定です。

ひぐち ともこ／大阪市立東洋陶磁美術館 学芸員●今回で最後となりま
した。原稿を書かせて頂く中で、作品１点に誠実に向き合いその背景を
丁寧に読み取ることが改めて自分の大切な目標になりました。これまで
お力添えくださった編集部の方々、拙稿をお読み頂いた皆様に心から感
謝申し上げます。

大植英次の「魔法」

アンガージュマンの作法

戦争を、平和を、知る

音楽

演劇

美術

大阪フィルハーモニー交響楽団 第470回定期演奏会
7月23日（火）－24日（水）

ザ・シンフォニーホール（大阪市）

指揮： 大植英次
曲目： ブラームス（シェーンベルク編曲）／ピアノ四重奏曲 第１番 ト短調 作品25
 ラヴェル／歌劇「子どもと魔法」（演奏会形式）

笑の内閣 『65歳からの風営法』
7月21日（日）－23日（火）

NOON＋CAFÉ（大阪市）

企画展
『武器をアートに―モザンビークにおける平和構築』
7月11日（木）－11月5日（火）

国立民族学博物館（吹田市）

樋口騰迪

三田村啓示

樋口とも子

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

〈いのちの輪だち〉 フィエル・ドス・サントス、ケスター作 2012年

撮影：久保田狐庵

ⓒ飯島隆　

ビリー・カウィー 『“Art of Movement” and “Dark Rain”』 ［展示］

高嶺格 『ジャパン・シンドローム～ベルリン編』 ［展示］

E V E N T  C A L E N D A R　10 / 1 ▲ 10 / 31

図書室休室日：10月31日（木）

ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013 パリ白夜祭への架け橋 ─現代アートと過ごす夜［明倫WS］ 大西由希子
「バリ舞踊の根っこで踊る」

［明倫WS］ 双子の未亡人 「下鴨ストレッチ明倫編」 月イチ☆古典芸能シリーズ 第4回 「能面 ～写しの心を知る～」

［明倫WS］ Monochrome Circus 「群れる身体」 ［共催］ 京都こども能楽囃子教室

［共催］ 大人と子どもの日本舞踊体験教室

KAC Performing Arts Program 2013 / Contemporary Dance
マチルド・モニエ ワークショップ＆レクチャー

マルセロ・エヴェリン / デモリション Inc.
『突然どこもかしこも黒山の人だかりとなる』（9/28－10/1）

伝統芸能ことはじめ講座編 「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第4回 《本朝廿四孝》

She She Pop 『シュプラーデン（引き出し）』
関連イベント 「映画で見る東ドイツ」

She She Pop 『シュプラーデン（引き出し）』
関連イベント 「映画で見る東ドイツ」

KAC Performing Arts Program 2013 / Contemporary Dance
「ダンサーが語る」 第2回 ゲスト：ヤザキタケシ

ビリー・カウィー 『“Art of Movement” and “Dark Rain”』 ［パフォーマンス］

She She Pop 『シュプラーデン（引き出し）』 ロラ・アリアス 『憂鬱とデモ』

わざゼミ2013
成果発表展（10/29－11/3）

祇園祭・錺
かざり

職人の技展
「橋

はし

弁
べん

慶
けい

山
やま

と鯉
こい

山
やま

の美術工芸品」
（10/30－11/4）

tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue
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うねりと個人史。繰り返される東ドイツ出身者と西ド

イツ出身者の対話から浮き彫りになるのはベルリン

の壁の崩壊から20数年が経った今でも埋めることの

できない東ドイツと西ドイツの深い断絶です。しか

し、その断絶を、決してわかりあえない絶望とは捉

えず、シニカルな笑いにも転じて乗り切っていくさま

には、日本に住む私たちにも響く、圧倒的なリアリ

ティがあります。日本初演となる本公演に、ぜひご

期待ください。

『シュプラーデン（引き出し）』公演後、She She 

Popメンバー3名は京都芸術センターのアーティス

ト・イン・レジデンスプログラムでそのまま京都に滞

在、次回作のリサーチを行い、2014年のKYOTO 

EXPERIMENTで新作を発表する予定です。「フェミ

ニスト」を自認する彼女たちならではのリサーチで、

現在の日本及び京都をどう捉えるか、来年まで目が

離せません。

9月28日に開幕するKYOTO EXPERIMENT 京

都国際舞台芸術祭 2013。1ヶ月間、京都のさまざ

まな会場を舞台に、多彩な催し物が楽しめます。京

都芸術センターでは、Topic01でご紹介したビリー・

カウィー作品のほか、ギャラリー北では現代美術家

で演出家の高嶺格による現在進行中のプロジェクト

『ジャパン・シンドローム』展示、講堂ではフェスティ

バルオープニング作品となるマルセロ・エヴェリン

『突然どこもかしこも黒山の人だかりとなる』、ドイ

ツの女性パフォーマンス集団、She She Popによる

『シュプラーデン（引き出し）』、アルゼンチンの演出

家で劇作家、ミュージシャンでもあるロラ・アリアスに

よる『憂鬱とデモ』のほか、さまざまな関連イベントが

開催されます。公演後、京都で次回作のリサーチも

行うShe She Pop作品についてご紹介します。

ベルリンとハンブルクを拠点に活動するShe She 

Popは「パフォーマンス集団」。演劇やダンスの「カン

「ニュイ・ブランシュ（白夜祭）」は、パリ市が毎年

10月に行う、年に一度の現代アートの祭典

です。街中あらゆるところで現代アートを楽しむこと

ができるこの夜の祭典は、今では国際的にも認めら

れ、ブリュッセル、モントリオール、シンガポールな

ど世界各地で開催されています。京都市でも、市内

各所で現代アートを無料で楽しめるイベント「ニュイ・

ブランシュ KYOTO」が10月5日に開催されます。第

3回を迎える今年は、フランスとドイツの友好関係の

基礎を築いたエリゼ条約締結50周年を記念して、フ

ランスや日本のアーティストに加えて、ドイツ出身の

アーティストも参加します。

京都芸術センターでは、KYOTO EXPERIMENT 

京都国際舞台芸術祭2013、アンスティチュ・フランセ

関西との連携のもと、昨年に引き続き「ニュイ・ブラン

シュ KYOTO」の会場の一つとして、ダンスの公演や

パニー」という形ではないため、座長や主宰を置か

ず、劇作家や俳優という立場で作品クリエーション

に関わるメンバーもいません。全てのメンバーが対

等であるという見地から、作品に関わるテキスト、コ

ンセプトは全員の対話の中から創り上げます。作品

を発表する「舞台」を、コミュニケーションにおけるさ

まざまな社会的障壁や境界について検分し、それら

の障壁や境界をアーティスティックな方法で越えてい

く場所、と捉えているShe She Popにとって、「対話」

は重要なキーワードのひとつと言えるでしょう。

今回KYOTO EXPERIMENTで発表する『シュプ

ラーデン（引き出し）』は、全員が西ドイツ出身という

She She Popメンバーから3名が出演し、She She 

Popメンバーではない東ドイツ出身の3名が加わり

構成される作品です。6名それぞれの引き出しから

思い出深い本や手紙、レコードなどが登場し、それ

らについて語ることから浮かび上がる大きな歴史の

インスタレーションの展示を行います。

フリースペースでは、フランスの振付家・ダンサー

であるダヴィデ・ヴォンパクとドイツのサウンドアー

ティストであるミコ・イニネンによるダンスパフォーマ

ンスを開催します。暗闇の中に浮かび上がるダンス

と低く響き渡る電子音楽によるコラボレーションは、

フリースペースに独特の空間を生み出します。

和室「明倫」では、アフリカ・ベナン共和国生まれ

のフランス人ビジュアル・アーティスト、ステファン・

ドゥ・メデロスによるインスタレーションを展示しま

す。過去には、ケチャップで満たされたビニールプー

ルの展示や、葉で覆われた被り物をつけたパフォー

マンスを行うなど、哲学に裏打ちされながらもどこか

ユーモラスな作品を創作してきたメデロス。彼の手

によって、和室「明倫」が普段とは全く違った雰囲気

を持つこととなることでしょう。

更に、KYOTO EXPERIMENTとの提携企画とし

て、ギャラリーにてビリー・カウィー、および高嶺格

の映像インスタレーションの展示を行います。この

日のみ、普段は20時までのところを22時まで特別

開廊しますので、ゆっくりと作品をご覧いただけま

す。このほかに、古典作品を分かりやすく解説する

大人気の講座「伝統芸能ことはじめ」を大広間で行

います。

多彩なプログラムでお届けする秋の一夜をぜひお

楽しみください。
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She She Pop
『シュプラーデン（引き出し）』

パリ白夜祭への架け橋
─現代アートと過ごす夜

K YOTO E XPERIMENT 2013

ニュイ・ブランシュ K YOTO 2013

マルセロ・エヴェリンの公演を皮切りに、京都芸術センターの
秋は世界各地からやってくるアーティストたちで賑やかになり
そうです。本トピックで挙げた公演以外にも、マルセロ・エヴェ
リン作品についてのレクチャー、『シュプラーデン（引き出し）』
関連イベント「映画で見る東ドイツ」など、京都芸術センターで
催されるイベントも盛りだくさん！いろいろな楽しみ方のできる
フェスティバルになりそうです。

川崎陽子（アート・コーディネーター）

去年に引き続き開催する、芸術センターでのニュイ・ブラン
シュ。今年は2名のフランス人アーティストをむかえますので、
より本場の雰囲気に近いものになるはず！ いつもとは違った
芸術と過ごす夜をお楽しみに！

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

参考：ニュイ・ブランシュ KYOTO 2012の様子（撮影：表恒匡）

photo: Benjamin Krieg

She She Pop 『シュプラーデン（引き出し）』
日時：	10月18日（金）19:30　
	 19日（土）16:00
	 20日（日）16:00
会場：	講堂

［関連イベント］上映会「映画で見る東ドイツ」
日時：	10月3日（木）、6日（日）
※詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。

ニュイ・ブランシュ KYOTO 2013
パリ白夜祭への架け橋─現代アートと過ごす夜
開催情報：
・	京都芸術センター（10:00－22:00）

ダヴィデ・ヴォンパク＋ミコ・イニネンによるダンスパ
フォーマンス、ステファン・ドゥ・メデロスによるパフォーマ
ンス、ギャラリー北・南の特別延長開廊（22:00まで） ほか
※詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。

・	京都国際マンガミュージアム（18:00－22:00）

オープニングセレモニー、マチデコ・インターナショナ
ル、日仏アーティストによる映像と音楽演奏 ほか

・	アンスティチュ・フランセ関西（21:00－25:00）

ライティング、音楽演奏、ダンスパフォーマンス、
サウンドパフォーマンス ほか

・	京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA（18:00－24:00）

映像上映 ほか
・	京都市役所前広場（19:10－19:50）

高嶺格によるパブリック・ビューイング
（映像＋パフォーマンス）

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　………… 10:00－20:00

○カフェ………………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室… ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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